
1 

令和４年度から始まった文部科学省「幼保小の架け橋プログラム」においては、子どもに関わる大人が立場の違いを

越えて連携・協働し、主体的・対話的で深い学びの実現を図る重要性が指摘されています。 

横浜市では、幼保小の交流や連携、接続期カリキュラム等の実施状況等を把握するため、市内の保育園、幼稚園、認

定こども園と、小学校を対象とした実態調査を毎年実施しています。今後の皆様のお取組の参考にしていただけるよう、

概要版を作成しましたので、ぜひご参照ください。 

調査にご協力いただいた幼児教育施設及び学校数 

令和 6年度 
全体数 提出数 回収率 

公立保育園 56
 

56 100% 
私立保育園 813 302 37% 
幼稚園 220 94 43% 
認定こども園 67 32 47% 
小学校・義務教育学校 337 337 100% 

合 計 1493 821 55% 

調査担当 

幼稚園・認定こども園・保育園 ・・・ こども青少年局 保育・教育支援課 幼保小連携担当 

小学校・義務教育学校     ・・・ 教育委員会事務局 小中学校企画課 

報告書編集・発行 

こども青少年局 保育・教育支援課 幼保小連携担当  ６７１―３７３１ 

【カリキュラム・交流活動・連携活動の実施率】 
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子どもどうしの交流活動 実施率

0回 1回 2回以上

１回以上実施 98.2％ 94.4％ 89.3％ 87.5％ 93.4％ 95.0％
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小学校編 幼児教育施設編 
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大人どうしの連携活動 実施率

0回 1回 2回以上

１回以上実施 94.6％ 70.2％ 72.4％ 87.5％ 87.5％ 82.2％

カリキュラム実施のこの４年間

の経過をみると、幼保小ともに令

和５年度まで大きく増加し８割以

上が実施しています。ただ、令和

６年度は、全施設種で減少傾向

がみられます。 

また、交流活動、連携活動の実

施は、ともに増加傾向をみせ、交

流活動は、幼児教育施設全体、

小学校ともに９割以上、交流活動

も８割以上となっています。 
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【子どもどうしの交流活動の内容】 実施内容 充実させるための工夫

【子どもどうしの交流活動の内容】 経年比較 

交流活動による変化 

交流活動の実施内容は、令和３年度や令和４年度と比較して、ビデオレター等の映像や、オンラインを活用した交流活

動の割合が減少した一方で、子どもどうしが直接交流する活動の割合は 100％近くまで高まりました。 

充実させるための工夫は、「時間を確保する」を挙げる園が 75.4％で最も多く、次いで、園と小学校の協働や連携が

挙げられています。 

交流活動を行った園のうち、86.5%の園が子どもたちの安心感が高まったと回答しました。また、半数以上が保護者

の安心や意識の向上、幼保小接続の理解の深まりを感じています。68.6%の園は、小学校とのつながりが深まったと回

答しました。 
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子どもどうしの交流活動の内容 種別
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①子どもどうしが直接交流する活動

④物を活用した交流活動

⑤双方で同じ活動に取り組み、工夫等を共有する活動

②オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

③映像を通した交流活動
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②オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

③映像を通した交流活動
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⑥入学への安心感が高まった

①人間関係に積極性が見られるようになった

②優しさや思いやりの気持ちが育った

⑤「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」に示された

子どもの成長の姿が、より現れるようになった

③生活が前向きになった

④相手を尊重する態度が育った

n=452

交流活動後の子どもの変化

子どもどうしの交流活動を実施した園のうち、

交流活動を実施した 452園 交流活動を実施していない 32園 

幼児教育施設編 【子どもどうしの“交流活動”の実施について】 
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①小学校とのつながりが深まった

④幼保小接続に対する理解が深まった

⑥小学校入学に向けた保護者の安心や

意識の向上につながった

②園の環境構成や子どもへの支援の

在り方によい変化が見られた

③「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」への理解が深まった

⑤アプローチカリキュラムの改善が

行われた

n=452

交流活動後の教師・保護者の変化

子どもどうしの交流活動を実施した園のうち、
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②小学校の受け入れ態勢を

整える

⑥カリキュラムや年間計画を、

園と小学校で共有する

③職員が学ぶ研修の機会を

つくる

④実践事例を収集する

交流活動を

充実させるための工夫
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0.0％
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【大人どうしの連携活動の実施について】 実施内容 

 

【大人どうしの連携活動の実施について】 経年比較 

 

連携活動による成果 幼保小連携・接続に効果的だと思う連携活動 
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大人どうしの連携活動の内容 全体

n=484幼児教育施設全体
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①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会

④保育参観や授業参観

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加

⑤協働で行う教材研究や環境構成

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 n=484

54.3%

連携活動を実施した 361園 連携活動を実施していない 123園 

幼児教育施設編 【大人どうしの“連携活動”の実施について】 

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会 

④保育参観や授業参観  

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討  

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加  

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会  

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加  

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動  

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会 

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加  

⑤協働で行う教材研究や環境構成  

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加  
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幼児教育施設全体

58.9％

52.1％
43.6％

30.2％
26.4％26.4％

13.0％ 9.5％ 8.7％ 8.3％ 5.6％

0％

20％

40％

60％

80％

④ ⑦ ① ⑨ ② ⑧ ⑥ ⑤ ⑪ ③ ⑩

④保育参観や授業参観

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動

⑤協働で行う教材研究や環境構成

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加

n=484

幼保小連携・

接続に効果的

だと思う連携

活動

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する研修会、子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討、小学

校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加を行った園は、大きく増加しており、効果的だと思う項目に挙げら

れる割合も高くなっています。充実させるための工夫は、交流活動と同様に「時間を確保する」が 80.6％で最も多く、

次いで「園と小学校の連携をコーディネートする役割をつくる」は 39.9％で、交流活動でも同率で挙げられています。

連携活動による成果として、「小学校とともに大切にしたい子どもへの援助が見えてきた」が６割以上と嬉しい成果が

報告されています。 
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③小学校とともに大切にしたい子どもへの援助が見えてきた

①園から小学校への働きかけがより活発になった

②保育者が思っていた以上に、子どもたちの育ちがつながることが分かった

⑤幼保小の学びや育ちをつなぐ意識が年長児担当者以外にも広がった

④保育・教育改善が図られ、子どもの主体性の育ちにつながった

n=361

連携活動の成果連携活動を行った園のうち、
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【子どもどうしの交流活動の実施について】 実施内容 実施内容充実させるための工夫

  

【子どもどうしの交流活動の実施について】 経年比較  

 

【子どもどうしの交流活動の実施について】 交流活動による変化 

 

交流活動の実施内容は、令和３年度以降と比較して、幼児教育施設と同様に子どもどうしが直接交流する活動の割

合が高まり、100％近くまで高まりました。 

充実させるための工夫も幼児教育施設と同様の傾向で、「時間を確保する」を挙げる園が 78.6％で最も多く、次い

で、園と小学校の協働や連携が挙げられています。 

交流活動を行った学校のうち、84.4%の学校が優しさや思いやりの気持ちが育ったと回答しました。また、77.5%の

学校は園とのつながりが深まった、67.8%の学校は幼保小接続に対する理解が深まったと回答しました。  
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④物を活用した交流活動

⑤双方で同じ活動に取り組み、工夫等を共有する活動

③映像を通した交流活動

②オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

n=320
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38.8%

8.3%

3.0%

35.5%

55.0%

29.6%

9.5%

3.0%

21.0%

91.4%

26.9%

13.3%

1.8%

6.2%

29.1%

14.1%

1.3%
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①子どもどうしが直接交流する活動

④物を活用した交流活動

⑤双方で同じ活動に取り組み、工夫等を共有する活動

②オンラインを活用し、子どもどうしが同時進行で交流する活動

③映像を通した交流活動

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

98.4%

n=320
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② ④ ⑤ ① ③

②優しさや思いやりの気持ちが育った

④相手を尊重する態度が育った

⑤学習への意欲が高まった

①人間関係に積極性が見られるようになった

③生活が前向きになった

n=320

交流活動後の子どもの変化

子どもどうしの交流活動を実施した小学校のうち、

交流活動を実施した 320校 交流活動を実施していない 17校 

小学校編 【子どもどうしの“交流活動”の実施について】 
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子どもどうしの交流活動を充実させるための工夫

① ⑤ ⑥ ⑦ ② ④ ③
n=337

①時間を確保する

⑤園と小学校が協働で計画・立案を行う

⑥カリキュラムや年間計画を、園と小学校で共有する

⑦園と小学校の連携をコーディネートする役割をつくる

②小学校の受け入れ態勢を整える

④実践事例を収集する

③職員が学ぶ研修の機会をつくる

77.5％

67.8％
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① ④ ② ③ ⑤
n=320

交流活動後の教師・保護者の変化

子どもどうしの交流活動を実施した小学校のうち、

①園とのつながりが深まった

④幼保小接続に対する理解が深まった

②小学校の環境構成や子どもへの支援の

在り方によい変化が見られた

③「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

への理解が深まった

⑤スタートカリキュラムの改善が行われた
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【大人どうしの連携活動の内容】 実施内容 充実させるための工夫 

 

【大人どうしの連携活動の実施について】 経年比較 

 

連携活動による成果 
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大人どうしの連携活動の内容

① ④ ⑦ ② ⑨ ⑧ ⑥ ⑤ ⑫ ⑪ ⑩

④保育参観や授業参観

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有する

ための研修会

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動

⑤協働で行う教材研究や環境構成

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会
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①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会

④保育参観や授業参観

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動

⑤協働で行う教材研究や環境構成

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会
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連携活動の成果連携活動を行った小学校のうち、

②小学校教師が思っていた以上の経験が児童にあることがわかった

①小学校から園への働きがけがより活発になった

③保育者の援助の具体を知ることで、授業の中で生かせる事柄が見えてきた

⑤幼保小の学びや育ちをつなぐ意識が1年生担任教諭以外にも広がった

④授業改善が図られ、児童が自己発揮できる場面が増えた

連携活動を実施した 277校 連携活動を実施していない 60校 

小学校編 【大人どうしの“連携活動”の実施について】 
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連携活動を充実させるための工夫

① ⑤ ③ ⑦ ⑥ ④ ②

①時間を確保する

⑤園と小学校が協働で計画・立案を行う

③職員が学ぶ研修の機会をつくる

⑦園と小学校の連携をコーディネートする役割をつくる

⑥カリキュラムや年間計画を、園と小学校で共有する

④実践事例を収集する

②小学校の受け入れ態勢を整える
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幼保小連携・接続

に効果的だと思う

連携活動

④保育参観や授業参観

⑦子どもどうしの交流活動のねらいや内容の検討

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を理解・共有するための研修会

②お互いのカリキュラムを共有し合う研修会

⑧小学校の授業や朝会、朝の時間等に園の保育者が参加

⑨園の活動に小学校の管理職・職員が参加

⑤協働で行う教材研究や環境構成

⑥架け橋プログラムリーフレットを使用した活動

③「よこはま☆保育・教育宣言」の内容について共有する研修会

⑪園の保護者会・懇談会等に小学校の管理職・職員が参加

⑩小学校の保護者会・懇談会等に園の管理職・職員が参加

大切にしたい取組として注目されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有する研修会と、子どもどうし

の交流活動のねらいや内容の検討を行った園は、大きく増加しており、効果的だと思う連携活動の上位に挙げられて

います。充実させるための工夫は、交流活動と同様に「時間を確保する」が88.4％で最も多く挙げられています。連携

活動による成果として、「小学校教師が思っていた以上の経験が児童にあることがわかった」が 57.8％で前年度より

大きく増加し、嬉しい成果が報告されています。 




